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Dirichlet境界条件の下での楕円型方程式∆u+ g(|x|)u+ h(|x|)up = 0 の正

値球対称解の一意性についての結果を述べる。正値球対称解を扱うので、次

の常微分方程式の正値解の一意性を考えることになる。urr +
n− 1

r
ur + g(r)u+ h(r)up = 0, 0 < r < R,

u(0) ∈ (0,∞), u(R) = 0
(∗)

ただし、R ∈ (0,∞], n ≥ 2, p > 1, g, h ∈ C((0, R),R) とする。R = ∞のと
き、u(R) = 0は u(r) → 0 (r → ∞) を意味するものとする。(∗)は、R = ∞,

g(r) = −1, h(r) = 1とすればスカラー場方程式に対応する。スカラー場方程式

の正値解の一意性の研究は、Coffman [1] によって始まり、Peletier-Serrin [4],

McLeod-Serrin [3] らの研究の後、Kwong [2]によって完全に解決された。そ

の後も改良は重ねられているが、いずれの証明もそれなりに難しいところが

ある。本講演では、(∗)に対し、Pohozaevの等式の一般化を与え、それを用

いて正値球対称解の一意性の結果を示し、その簡明な証明を与える。その結

果を、スカラー場方程式はもちろん、調和ポテンシャルを持つシュレディン

ガー方程式などに応用する。本講演の内容は、渡辺宏太郎氏 (防衛大学校)と

の共同研究 [5] に基づく。
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